
 

 

 

 

事業報告 平成３０年度「 家庭教育支援セミナー ～地域で支えよう！学ぼう！家庭教育～ 」 

期 日 平成３０年６月１日（金） 

参加者 ３６名 

日 程 

 

（１）開会行事                   １３：３０～１３：３５ 

（２）説明                     １３：３５～１３：５０ 

テーマ「福岡県の家庭教育支援について」 

福岡教育事務所社会教育室 社会教育主事 

（３）講話                     １３：５０～１４：３０ 

   テーマ「地域における家庭教育支援の必要性について」 

宮崎国際大学教育学部児童教育学科 准教授 相戸 晴子 氏 

（４）演習・講評                  １４：４０～１６：００ 

テーマ「地域における家庭教育のさらなる充実に向けて」 

宮崎国際大学教育学部児童教育学科 准教授 相戸 晴子 氏 

（５）閉会行事                   １６：００～１６：０５ 

 



 

 

活動の 

実際 

【講話】 

宮崎国際大学教育学部児童教育学科准教

授の相戸 晴子先生に，「地域における家庭

教育支援の必要性」というテーマでお話を

していただきました。地域での子育て支援

によって，親たちが実際に地域参加を果た

していった事例など，自らのご経験を交え

たお話に参加者の皆さんも熱心に聞き入っ

ていました。親が地域参加によって学びを

深めていく「親育ちのプロセス」には，「家

から一歩踏み出す」，「人と語り合う」，「個人から組織へ」，「ネットワークを広げる」

という段階があり，支援においても，その段階に応じた関わりが大切なのだそうで

す。参加者からは，「自分の地域に当てはめられることも多かった。『親育ちのプロ

セス』は大変すばらしく，これを参考にさらに支援を促進していきたいと強く思っ

た。」，「もっと必要なところを見極めて活動すべきだと改めて思った。」という感想

が聞かれました。 

 

【演習・講評】 

講話に引き続き相戸先生にコーディネー

ターをお願いし，「地域における家庭教育の

さらなる充実に向けて」というテーマでグ

ループ演習を行いました。各グループに，行

政職員と家庭教育支援チームスタッフがそ

れぞれ入るようにし，各市町の家庭教育に

関する課題やニーズについて情報交換を行

いました。その後，各市町で，家庭教育支援

チームを活用した支援の在り方について協

議しました。「親育ちのプロセス」のどの段

階に焦点化し支援を行うか，どのような支

援ができるか，という話題で演習が進みま

した。演習の感想には，「一歩踏み出す前の

取組について学べてよかった。」，「地域内で

の取組を知ることができた。行政がどのよ

うに関わり合うのか，持続可能な関わり合

いを検討する必要があると感じた。」という

声が聞かれました。行政と家庭教育支援チ

ームが連携し，地域での家庭教育支援がさらに拡充していくきっかけになったと考

えています。 

【 相戸先生による講話 】 

【 グループに分かれての演習 】 

【今後の活動について全体交流 】 



 

 

 

全体をと

おして 

本研修会は，家庭教育支援チームを活用した地域における家庭教育支援の拡充を

ねらいとしていました。講話や演習を通して，親が必要としている支援や各市町の

ニーズを共有することができ，有意義な研修会となりました。今後，家庭教育支援

チームの活動が地域に根付き，よりニーズに応じた活動となることを期待していま

す。 


